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令和３年度 第２回草津市総合教育会議次第 会議録 

 

日時 令和４年２月２８日（月）１５:００開会 

場所 草津市役所 ４階行政委員会室 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 議題 

（１）コロナ禍における子どもの体力向上 

 

 

 

 

（２）学びのセーフティネット ～「学びの教室」の拡充について～ 

 

 

 

 

 

３ 閉会 
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開会 午後３時００分 

 

定刻となりましたので、令和３年度第２回目の草津市総合教育

会議を開催いたします。 

本日の会議は２部構成となっており、第１部が「コロナ禍にお

ける子どもの体力向上」、第２部が『学びのセーフティネット～

「学びの教室」の拡充について～』ということで意見交換をして

いきますので、よろしくお願いいたします。 

会議の進行については事務局でお願いします。 

 

市長から会議の進行を委任いただきましたので、進行させてい

ただきます。また、小辻委員につきましてはオンラインでの参加

になりますので予め御承知おきください。 

さて、会議の本題に入ります前に、今年度１０月に１回目の総

合教育会議において「地域社会の希望となる子どもの育成」と題

して「スクールＥＳＤくさつプロジェクト」について提案させて

いただきました。このプロジェクトにつきましては、皆様からい

ただいた御意見を参考にしながら、令和４年度当初予算として２

月議会に提案させていただきました。議会の承認をいただきまし

たら、令和４年度より事業をスタートすることになりますので、

この場で御報告させていただきますとともに、市長ならびに教育

委員の皆様には、引き続き事業の推進に御支援、御協力お願いし

ます。 

それでは１つ目の議題「コロナ禍における子どもの体力向上」

に入らせていただきます。担当課でありますスポーツ保健課から

説明をお願いします。 

 

それでは資料に沿って、説明いたします。右下に資料番号があり

ますので、参考に御覧ください。 

資料２番を御覧ください。説明いたします内容として、はじめに

令和３年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果をお伝え

いたします。２番目に、児童生徒の体力向上について、これまでの

取組を説明いたします。そして、それらから見えてきた課題ととも

に、最後にこれからの方向性についてお伝えし、御意見をいただき

たいと考えております。 

資料３番を御覧ください。令和３年度全国体力・運動能力、運動
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習慣等調査の結果です。はじめに実技の合計得点です。実技は握

力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、２０ｍシャトルラン、

５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げの８種目です。なお、中

学生ではソフトボール投げがハンドボール投げとなり、シャトル

ランか持久走で選択できるようになります。赤いグラフが本市、青

が滋賀県、黄色が全国の得点の平均です。本年度の結果について、

小学生は男女ともに県平均に対しては上回りましたが、全国平均

にはおよびませんでした。中学生は男女ともに県および全国平均

を上回りました。 

資料４番を御覧ください。続いてこちらは、質問紙項目の中の「運

動やスポーツをすることは好きですか」という問いに対し“好き”

と答えた児童生徒の割合です。先ほどと同じく、赤が本市のグラフ

です。回答は“好き”“やや好き”“やや嫌い”“嫌い”の選択とな

っています。こちらでは“やや好き”を含まない“好き”のみの割

合を示しています。はじめに小学生です。男子の割合は県および全

国の平均を上回りました。一方女子は県および全国の平均におよ

びませんでした。続いて中学生です。男子の割合は県と等しいです

が、全国平均にはおよびませんでした。女子は県平均を上回ってい

るものの、男子と同様、全国平均にはおよびませんでした。本年

度、全国平均よりも好きと答えた割合が高かったのは、小学生男子

のみでした。以上が令和３年度の調査結果です。 

５番を御覧ください。これまでの体力向上の取組について振り返

ります。草津市では平成２７年度から、運動が好きで自分の体をイ

メージ通りに動かせる子どもを育むことを目的に「草津市小中学

校体力向上プロジェクト」に取り組んできました。令和３年度から

は第３期として、事業を継続しているところです。プロジェクトの

目標として、先ほどお伝えしました全国体力・運動能力、運動習慣

等調査において、実技の合計得点、運動やスポーツが好きと答える

児童生徒の割合ともに全国平均を超えることを目指しておりま

す。特に事業開始当初に全国および県平均と差がありました小学

生については、第２期スポーツ推進計画においても目標値として、

継続的に取り組んでおります。これまでの達成状況としましては、

体力向上プロジェクトスタート後の国と比較できる平成２７年度

からの６か年度中、男子は２度、実技、質問紙ともに全国平均を上

回る年度がありました。一方女子はどの年度も下回っており、今後

も継続的に取り組む必要があると考えています。 
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６番を御覧ください。児童生徒の体力向上のために、立命館大学

をはじめ、小体連、中体連、体育主任、教育委員会事務局のメンバ

ーによる体力向上プロジェクト推進会議を核に、このプロジェク

トに取り組んで参りました。具体的には、体力向上の面から、主に

小学校において短時間運動プログラムを体育科学習のはじめに行

うことで、実技種目の向上につなぐ「草津市チャレンジタイム」を

実施し、次に授業力向上の面から、体育の専門ではない先生が体育

授業を担任する場合でも、質が高く、かつ楽しい体育の学習を提供

するため、教師向けの教科書ともいえる指導プログラム「小学校体

育草津モデル」を作成し、活用しました。また、小学校３、４年生

を対象に、滋賀レイクスターズのチアリーダーによる指導で楽し

くダンスを学ぶ「ダンス教室」、立命館大学の本格的な陸上競技施

設のクインススタジアムをお借りして、全小学６年生が一斉に会

し、スポーツを体験したり長縄跳びやリレーの記録を競い合った

りするスポーツイベント「ジュニアスポーツフェスティバル」、中

学校では２年生を対象とし、思春期によく起こるけがの予防やそ

の対応について学ぶ「スポーツ傷害予防講習会」などを行ってきま

した。中学校のスポーツ傷害予防講習会を継続的に行うことによ

り、市立中学校における運動中のけがの件数も減少傾向にありま

す。けがを予防し、生涯にわたって長く運動やスポーツを続けてい

く習慣も体力の一部であると捉えています。 

資料７番を御覧ください。令和２年度からは新型コロナウイル

スの影響により、臨時休校期間があったり新しい生活様式の中で

の学校生活に代わってきたりしたこともあり、感染症対策のため、

これまで通りの事業実施が難しい部分も多くありました。その中

でも、体力向上プロジェクトを継続するために、工夫して事業を実

施してきました。はじめに、短時間運動のチャレンジタイムの内容

やダンス教室の内容について、コロナ禍の休校期間や下校後も家

庭で運動ができるように「ＹｏｕＴｕｂｅくさつチャンネル」での

公開を行い、先生方や子どもたちに活用していただきました。 

８番を御覧ください。ジュニアスポーツフェスティバルについ

ては１４校集合になり、密が避けられませんでしたので、感染症対

策のためやむなく中止といたしましたが、この２年間は新たな取

組として、各学校でのスポーツ体験教室を代替として実施しまし

た。昨年度は「スポーツを楽しもう！アスリート交流事業」、本年

度は「レッツエンジョイスポーツ！２０２１」として実施し、我孫
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子委員をはじめ、現役プロアスリートやオリンピック出場選手等

に各校に御来校いただいて指導を受けました。一緒にスポーツを

する楽しさだけでなく、「スポーツや運動の良さを知る、アスリー

トの技を見る、指導いただいた選手を応援することで支える」とい

う楽しさも提供できるように実施してきました。このような工夫

を行いながらコロナ禍においても体力向上の取組を継続してきま

した。しかしながら、本年度の調査において、草津市の児童生徒の

体力は全国の傾向と同様に低下傾向でした。 

資料９番を御覧ください。冒頭では令和３年度の実数値だけを

示しましたが、こちらでは経年での変化を示しました。なお、令和

２年度は調査が実施できませんでしたので、表にはございません。

はじめに小学生です。平成２７年度からの体力向上プロジェクト

により、体力得点が上昇傾向でした。男子は平成２８、３０年度、

令和元年度と全国平均を上回りました。女子も平成２８年度から

県の平均を上回り、令和元年度には全国平均に迫るところまで上

昇していました。しかし、平成３０年度を境として、全国、県も低

下傾向にあり、本市についても低下傾向です。 

１０番を御覧ください。続いて中学生です。本市中学生について

は、プロジェクト開始前から全国および県平均を上回っています。

こちらも平成３０年度を境に、全国、県平均は低下傾向にありま

す。本市中学生も、男女とも令和元年度は低下しました。男子は本

年度記録が伸びましたが、女子は前回に引き続き低下しています。 

続いて１１番を御覧ください。こちらは質問紙項目において「運

動が好き」と答えた割合の経年変化です。はじめに小学生です。体

力向上プロジェクト開始前は全国や県の平均に差がありました

が、数年間の取組を通して、徐々に差が小さくなったり、男子では

上回ったりするようになっていました。しかし、こちらも男子は平

成３０年度、女子は令和元年度から、全国や県と同様に低下してお

ります。 

１２番を御覧ください。続いて中学生です。先の小学生に比べま

すと、国、県、市ともに男女とも割合が減ります。しかしながら、

小学生に比べますと、プロジェクト開始前から県よりも高い割合

でした。男女ともに平成２８年度に低下しましたが、その後令和元

年まで上昇し、令和元年度には男女とも全国平均を上回っており

ました。しかし、本年度はこちらも全国や県の動向と同様に、男女

ともに低下しました。 
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１３番を御覧ください。スポーツ庁はこの体力得点の低下の要

因として授業以外の運動時間の減少、スクリーンタイムと言われ

ますテレビやパソコンなどの画面を見ている時間の増加、肥満児

童生徒の増加等を挙げています。さらに、令和３年度の要因とし

て、新型コロナウイルス感染症の影響も挙げられています。コロナ

禍以前からも長く言われていますが、遊ぶ時間、遊ぶ仲間、遊ぶ場

所つまり空間の３間（さんま）の喪失によって子どもの運動機会が

ただでさえ減っている中、新型コロナの影響でさらに運動機会が

制限されています。体育、保健体育科の授業の充実はもちろんです

が、授業時間以外でも体力の向上に取り組む必要があることや幼

小の連携を踏まえた幼児期からの運動習慣が必要であることも課

題として見えてきました。 

１４番を御覧ください。コロナ禍でも実施されている他市町の

事例としては、全校で運動遊びに親しむために、鉄棒ウィーク、体

力テストウィークなどを設定し、授業時間外でも進んで体を動か

したくなる環境づくりを行っている例があります。また、東京都で

は、地域拠点校において子どもの運動能力をはじめ、知性や感性を

引き出す効果が期待されているコオーディネーション運動を体育

科等に取り入れている事例もあります。コオーディネーショント

レーニングの目的は正しい動きを完成させることではなく、脳や

身体に刺激を与えることだとされています。 

１５番を御覧ください。子どもが運動を好きになり、継続的に取

り組むようになるためには小学校高学年や中学年になってからで

は難しい面もあると考えていますので、小学校低学年などの幼児

期から運動習慣をつけるための取組も必要であると考えていま

す。草津市内でも、幼児課さんが取り組まれている「幼児の運動遊

びプログラムモデル事業」があります。大学教授や外部講師の指導

の下、幼児期の心身の健やかな成長を育む事業と聞いております。

遊びを通して、楽しみながら運動を行うことは小学校低学年でも

必要なことであると考えます。 

最後に１６番を御覧ください。これからの方向性として、これま

での体力向上プロジェクトの取組の改良、継続に加え、３間の喪失

の解決や授業以外の運動に親しむ場等を考え、実践していく必要

があると考えます。学校だけに限らず、どのような方法が子どもた

ちの体力向上につながるかを議論いただくことで、今後の事業に

活かしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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市長 

 

 

以上で私からの説明を終わります。ありがとうございました。 

 

それでは、ただいま御説明させていただきました内容を踏ま

え、はじめに質問の時間を１０分程度取ります。その後、２０分

程度で意見交換していきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

２点質問があります。１つ目、アンケートの結果で運動が好き

と答える児童の割合が概ね減少しているという傾向でございまし

たが、学校によってそれぞれ違う取組をされていると思います。

この割合は学校によって差異はありますか。 

 ２つ目に３間の喪失の解決というところで、遊びの時間、遊び

仲間、遊ぶ場所が減少していることが要因であるということです

がコロナ禍の影響も大きく、解決できるまでに時間がかかると思

いますので、３間の喪失の解決のためにというより、３間の喪失

を前提において運動が好きと答える児童生徒を増やしていく方が

良いと思いましたので考えを聞かせていただきたいと思います。 

 

アンケートの運動が好きという児童の傾向ですが、学校ごとの

データを見ても明確に上がり続けている学校がありません。世代

によって若干上下するのかと思います。ただ１校だけ、緩やかで

はございますが徐々に上がっている傾向が見える学校がございま

す。そちらでは独自の取組としまして「元気はつらつ週間」とい

う取組や学年や委員会によるスポーツ大会等を考えられていると

ころでございますが、それが関連するかははっきりしていないと

ころでございます。 

また、これからの方向性の部分で、３間の喪失を前提とした取

組というところでございますが、学校の授業等においてはそれを

前提とした工夫としまして、インターネットを使った授業や運動

の映像を流したり、タブレットを使って自分の動きを確認した

り、休み時間に長縄跳びや縄跳びをすることにつながるような工

夫をしている学校もございます。 

 

全国体力・運動能力、運動習慣調査結果で平均的な数値が出て

いますが、草津市の特徴として優れている種目や劣っている種目

があれば教えていただきたいです。 
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７ページ、チャレンジタイムで動画公開をされているのはコロ

ナ禍で新たな試みだと思いますが、このページのアクセス数や利

用状況を教えていただきたいと思います。また、アフターコロナ

でも運動習慣を進めていくための方策も考えておられますか。 

９ページでは、平成２７年からの取組で点数が上がっていたも

のが、コロナ禍で落ち込んだとおっしゃいましたが、草津市の落

ち込みが大きい。この結果にどのような分析をされているのか、

また、今後どのようにしていくか教えていただきたいです。 

１３ページの見えてきた課題で全国調査が低下した要因が出て

いますが、草津市にもこれらが当てはまりますか。 

 

では、１つずつお答えさせていただきます。 

１つ目の８種目の実技調査の今年度の特徴でございますが、小

中学生ともに共通した傾向といたしまして、持久力が低下してお

ります。小学生の場合シャトルラン、中学生でいうと持久走のと

ころの落ち込みは例年と比べると大きいです。また小学生に関し

ては、市長が３つ目におっしゃいました落ち込みとも関係すると

ころですが、男女ともに上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳び、

ソフトボール投げの４種目の落ち込みが非常に大きいです。この

４種目に関しましては、これまで上回っていた年は非常に高い得

点を獲得していた種目でございまして、４種目の共通点といたし

ましては、体の動き方を一度習得してしまえば、自転車の乗り方

と同じようにボールの投げ方などはなかなか落ちないと立命館大

学の先生からも御助言いただいており、これまで継続的に取り組

んでいたところでございますので、今年度のこの落ち込みに関し

ては、チャレンジタイム、短時間運動プログラムがしっかりでき

ていたのかというところも踏まえまして、各校にもう一度徹底し

て、次年度に向けて取り組んでいくように指導を行っているとこ

ろでございます。 

２番目のアクセス数に関しましては、チャレンジタイムの動画

は、休校期間が長いことありましたので、月曜日バージョンから

土曜日バージョンまで曜日ごとに作らせていただいており、昨年

度に月曜日から順番に動画を公開させていただきました。週の最

初ということもあり、月曜日のアクセス数が一番多く、７０００

回を超える再生回数となっております。これが多いのか少ないの

かはもう一度、課内でも協議をする必要があるとは考えておりま
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我孫子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。また、ダンス教室につきましては、市のＹｏｕＴｕｂｅチャ

ンネルとレイクスさんのチャンネルでも、同様の動画を公開して

いただいており、合計で３０００回ほどの再生回数となっており

ます。今後も活用できるよう、協議していきたいと考えていると

ころです。 

３番目の実技の落ち込みやこれからの取組については、小体

連、中体連の先生方とともに、この結果をもとに次年度に向けた

取組の徹底を先生方との最終の協議でお願いして参りたいと考え

ているところです。課題についての市のデータですが、市独自で

持っております。挙げていただきましたいくつかの課題の中で、

草津市の大きな課題としましては、スクリーンタイムが大きいと

思います。特に小学生男子は全国と比べて非常に高いです。どれ

ぐらい見ていますかという質問に対して、一番長い視聴で５時間

以上、それから１時間ごとに区切って全く見ていませんというと

ころまで回答がありますが、小学生男子で５時間以上の割合が

少々高めでございます。また、小学生女子もここ数年で徐々に多

くなってきているところです。中学生のスクリーンタイムの課題

としましては、令和元年度に一度下がっていますが、今年度に少

し上がったところでございます。また、肥満について今年度は草

津市内では大きな課題には見られませんでした。全国と比べても

特にそういった児童が多いというわけではありませんでした。 

 

ほかよろしいでしょうか。 

それでは、これから意見交換をしていきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

 

アスリート交流事業で実際に小学校に行かせていただきまし

た。一緒にやってくれた小学生が非常に積極的に取り組んでくれ

ていたので、私たちもスポーツや運動をするきっかけになる手伝

いはできたのではないかと思っております。やっていて気になっ

たところは、体育館で大体２０メートルぐらいの距離２、３本走

り終えると疲れたという発言が多かったところが結果の通りでコ

ロナの影響で体力が減ってきているのかと印象を受けました。 

ただ、数々の取組をしておられる中で思ったところは、７ペー

ジのチャレンジタイムの動画公開でおそらくいろいろな方の情報

などを集約して作られたと思うので、この事業がコロナ禍の期間



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

稲垣委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だけだと非常にもったいないと感じます。どれだけ短い時間でも

継続してやっていくことが非常に大事なことだと思うので、学校

に行って授業が始まる前の時間にみんなとやっていくと継続して

いけると思います。また、１４ページにも書いてありますが授業

の前に少し動くことで集中力などの向上につながりますので朝の

時間にすることが良いと思ました。スポーツは、年齢が上がると

疲れるところは確かにあると思いますので、どれだけ楽しく運動

できるかというところが大事だと思います。学校の中だけでは難

しいところもあると思いますので、市の体育館や運動場で週に１

回、月に１回くらいでスポーツのイベントがあれば、継続してや

ってもらえるのかと思ました。 

以上です。 

 

継続の大切さや持久力の低下について御意見いただきました

が、ほかにございますか。 

 

行政としてできることはいろいろやっておられると思い拝聴し

ていました。イベントでプロから学んで憧れを持たせたり、草津

モデルがあったり、動画などいろいろやっておられることがわか

りました。学習内容は決まっており、体育の時間も限られており

ますのでその中に組み込んでいくのは大変厳しいものがあると思

います。今日の説明の中でのキーワードは、遊びだと思います。

我孫子委員も言っていたように体力をつけようと思うと楽しく遊

びながら継続することが大事です。また、教育現場で行政が言っ

ていることをどれだけ取り入れていけるかだと思いますが、いろ

いろ取り入れていくと現場は苦しいと思います。そこで私が以前

に取り組んだ経験をお話したいと思います。体力テストは８種目

あり、筋力系、柔軟系、俊敏系、走力系、跳躍系、投てき系の系

統に分けることができ、その中に遊びの要素が入れられると思い

ます。例えば、筋力であれば手押し車、おんぶじゃんけん、腕立

て伏せ。柔軟系であればラジオ体操、ペアストレッチ、ブリッ

ジ、ダンス。ラジオ体操は夏休みの期間しかしませんが、あれほ

ど基本に則った運動はありません。俊敏系であれば、ボール運

び、反復横跳び。走力系であれば、鬼ごっこ、縄跳び、リレー、

持久走、尻尾取りゲーム、跳躍系はじゃんけん立ち幅跳び、大縄

跳び、馬跳び、みんなでジャンプ。投てき系では紙鉄砲、投げる
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松嶋委員 

 

 

と音が出る道具がありますのでそれを買ってあげると良いと思い

ます。遊びの中でも力はつくのでそういったことを仕組んでいか

ないといけないです。場所もグラウンドや体育館だけではなく、

教室、廊下、多目的ホールなど、いろいろな場所がありますので

全学年ができます。体育館を使う学年や教室を使う学年といった

ローテーションを組めば良いと思います。体操服に着替えずに準

備に２分、片付けに２分、運動に５分くらいの気持ちで行えば良

いと思います。朝活、昼活などに組み込んでしまえばできると思

います。５日間のうち５日やれとは言いませんが３日やるだけで

も年間を通せばかなりの力がつくと思います。すぐには成果が出

ないかもしれませんが、来年度から取り組めば令和５年度の実績

は上がると思います。そういった取組を学校長が主導でやってい

かないといけません。４月から始められなければ、後期からやっ

ていけば良いと思います。それくらいの気持ちでやってもらわな

いと体力は向上しないと思います。これで遊びの３間の喪失も解

消されると思います。遊びの一環でやっていってほしいと思いま

す。 

 

遊びの中での運動法と現場への意見をいただきました。小辻委

員さんも御意見があればお願いします。 

 

特に我孫子委員さんが参加されたアスリート交流事業におきま

して、プロやトップアスリートの方からいろいろ学ぶ機会は子ど

もたちにとって非常に重要なことですが、教員の方にも非常に重

要であると思います。自分の指導の中でわからなかったことや新

たなやり方を知るきっかけになると思います。最近だと日本中の

高校をイチロー選手が周っておられますが、行った学校でしか聞

けないような話をほかの先生に共有してもらえると先生たちにと

っても良い機会になると思います。子どもたちの意欲を高めるだ

けではなく、先生たちの指導のプラスになるように活用をしてい

ただきたいと思いました。 

以上です。 

 

先ほど稲垣委員がおっしゃっていた遊びの時間というところで

今子どもが２人いて実感した点があったので共有したいと思いま

す。下の子が幼稚園に通っており、サンタさんからのプレゼント
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でけん玉をいただきました。それまでは、けん玉をさせたことも

ありませんでした。家に持って帰って私も含めてやっていると、

３時間、４時間は平気で熱中して練習していました。道具がなか

なか用意できない家庭であったとしても学校や幼稚園から与えて

いただければ、筋力や投てきなど能力の向上を狙った遊びができ

ると思います。例えば、学年や年齢に応じた目標を決めることで

家に持って帰って親と一緒に目標に向かって遊びながら頑張って

いくこともできると思います。稲垣委員がおっしゃっていたこと

にプラスして、家庭の中にも広げていけると思いました。 

以上です。 

 

それぞれ委員さんから御意見をいただきましたが、市長からも

お願いします。 

 

大変貴重な意見をいただいていると思い聞いておりますが、草

津市の学校や就学前教育でいろいろな取組をされているように聞

いております。そういった中で、さらに１歩前へ踏み出すという

ことが大事だと思います。１４ページでコオーディネーション運

動が知性や感性を引き出すことや脳や体へ刺激を与えることに良

いということが書かれております。草津市では小中学校の体育に

草津モデルという取組がありますが、コオーディネーション運動

も取り入れていくと新たな取組として効果が出てくると思いま

す。 

また、家庭での取組をどのように促していくのかというところ

で、草津市の小学生はスクリーンタイムが長いです。アンデシ

ュ・ハンセンという方が「スマホ脳」という本を書かれていま

す。内容を簡単に言うと、スマホを使いすぎると脳の発達が遅れ

たり、障害が出たりするという話です。ほかにも「最強脳」とい

う本も書かれており、その内容に運動をすることでストレスに強

くなったり、集中力が上がったり、発想力が豊かになったり、記

憶力が向上して学力が上がるということが書かれています。その

ため、保護者向けに啓発をするときにスマホを見るのをやめて運

動することで、脳の発達や学力の向上につながるというような啓

発をしていくことが大事だと思います。また、楽しくないと継続

もできないので、保護者も巻き込むような取組をしていただきた

いです。 
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市長からスマホ脳の話がありましたが、文科省から体験活動が

青少年に与える影響という報告書が出ております。その中に遊び

という項目があります。特に異年齢や家族以外の方と遊ぶと自尊

感情や外向性に良い影響が出ると書かれております。そういった

ことを保護者の方にＰＲしていくことが非常に大事なことだと思

います。我々の頃は楽しめることが少なかったためか、自然のも

のを使ったり、自分たちでルールを考えたりしながら遊んでいる

うちに自然と体力がついてきたり、遊びを通して体の動かし方を

覚えたりしたのではないかと思います。今の子どもたちにもスマ

ホ以外の楽しみや遊びをみつけてもらえるような仕掛けをしてい

かないといけないと思いました。草津モデルをつくってくださっ

たり、いろいろな取組をしてくださったりしていますが、楽しさ

は継続につながりますのでけん玉のような休みの日や家でも遊び

感覚でできる短時間の運動をブームにできるような仕掛け方がで

きないかと思います。また、立命館大学の先生もコオーディネー

ション運動の研究をされており、データの根拠がありますのでそ

ういったデータも広めていけると良いと思います。 

 

限られた時間ではございますが、ほかにございますか。 

皆さんの御意見をまとめると、遊びの中から運動につなげてい

くという意見とスマホをやめて運動をするということで、スポー

ツ庁の調査でも体育の授業を除く運動時間が小中学校ともに減少

しているそうです。原因としてはスクリーンタイムやスマホなの

かと思います。これからは、そういったことの啓発にも力を入れ

て行きたいと思います。 

皆様からいただいた貴重な御意見につきましては、子どもたち

の体力向上のための施策の展開、来年度以降の考え方につなげて

いきたいと思います。 

それでは、１部につきましてはこれで終了とさせていただきま

す。続きまして『学びのセーフティネット～「学びの教室」の拡

充について～』児童生徒支援課より説明させていただきますので

よろしくお願いします。 

 

『学びのセーフティネット～「学びの教室」の拡充について～』

というテーマで、児童生徒支援課から御説明させていただきます。 
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 ２ページを御覧ください。はじめに、学びのセーフティネットと

は何かということですが、家庭の理由や社会的な状況に関わらず、

学習習慣や基礎学力を身につける取組を行うことです。自ら学ぶ

意欲や力を育む、教育環境の改善、きめ細やかな指導の３つを目的

に児童生徒支援課では「学びの教室」の他にも「放課後自習広場」

「不登校児童生徒支援」「教室アシスタント配置」「多層指導モデル

（ＭＩＭ）」「通学バス支援」等の事業を展開しています。 

続きまして、３ページを御覧ください。学びの教室のはじまり

から現在までの経緯を説明させていただきます。平成２４年度よ

り土曜日に教室を開催し、草津市立小中学校の児童生徒の居場所

づくりと基礎学力の定着を目的に始まりました。当初は、小６と

中２、３のみを対象として、人権センターの１か所を会場として

行っておりました。内容としましては、平成２４年度から平成２

５年度は漢字検定、英語検定、ピタゴラス検定（市独自の算数、

数学検定）の対策をしておりました。平成２６年度は、作文教室

と体験教室を行い、年を追うごとに会場と対象を拡大して参りま

した。そして、平成２７年度から教科学習へシフトし、小学生は

国語と算数、中学生は英語と数学テスト対策を加えて実施してお

ります。 

 ４ページの今年度の「草津市学びの教室」の内容でございます

が、学びのセーフティネット構築のため、土曜および平日の放課後

に、市内小中学校の児童生徒の基礎学力の定着を図るための講義

型授業を市内６会場で実施しております。教科は、小学生は国語と

算数、中学生は英語と数学を学習しています。指導には、委託業者

から１名来ていただいて指導していただいています。回数は、年間

２４回で中学生にはテスト対策の５回を加えて開催しています。

受講料としては、テキスト代と保険料相当をいただいている状況

です。 

続いて５ページは具体的な時間割になります。土曜会場は、市

民交流プラザとキラリエ草津で行っております。１部屋を使用

し、時間帯は１０時から１６時５０分までです。平日放課後会場

は、火曜日が老上西まちづくりセンター、水曜日が西一教育集会

所、木曜日が芦浦教育集会所、金曜日が新田教育集会所で行って

おり、２部屋を使用しております。時間帯は、１７時３０分から

２０時３０分までです。 

６ページは年間スケジュールです。年間２４回で中学生は、加え
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てテスト対策を５回行っております。 

 続いて７ページからは実際に学習している様子になります。７

ページが授業開始の様子です。８ページは、先生が例題を出して解

説している様子です。９ページは子どもたちが練習問題に取り組

んでいる様子です。１０ページにつきましては、指導者が机間指導

で個別に指導していただいている様子です。最後の１１ページに

つきましては、指導の先生が解説をしながら答え合わせをしてい

ただいている様子です。 

１２ページにつきましては、成果に当たる部分で、昨年度の学び

の教室での参加者アンケートの結果でございます。「参加してよか

った」の問いに対して“思う”が５７％、“やや思う”が３６％で

肯定的な回答が合わせて９３％になります。また、「学力がアップ

した」の問いに対して“思う”が４５％、“やや思う”が４１％で

肯定的な回答が合わせて８６％になります。いずれも好評な結果

を得ています。また、お手元の資料のグラフにはございませんが

「来年度も参加したい」との回答も７０％あり、参加者自身に手応

えを感じていただいていることが伺えると思います。 

続いて１３ページです。昨年度に参加していた児童生徒の声を

拾い上げてみました。「国語の問題をよく読んでから答えられるよ

うになった。」（小学校４年生）「算数では、学校で復習した時、ク

ラスのみんなが忘れていた問題を解けて良かったです。宿題は多

かったけど、できたときの達成感が大きかったです。」（小学校５

年生）「テスト対策が役に立った。」（中学校１年生）「苦手だっ

た数学が１７点から４９点になった。来年は受験生になるから、

勉強本気でがんばりたい。」（中学校２年生）「学校で習ったこと

が復習できてとてもよかったです。特に国語では、引用や要約が

できて、力がついたと思います。」（小学校６年生）『分からない

とき「ここがこうで・・・」などと教えてもらって「こういう解き

方があったのか」と思いました。』（中学校１年生） 

続いて１４ページが、昨年度に参加した児童生徒の保護者から

のアンケートの結果です。「学習習慣が身についた」の問いに対し

て“思う”が２１％、“やや思う”が４７％で肯定的な回答が合わ

せて６８％。「参加させてよかった」の問いに対して“思う”が５

５％、“やや思う”が３８％で肯定的な回答が合わせて９３％とな

りました。 

続いて１５ページになります。参加された児童生徒の保護者の
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声です。「はじめはさっぱりわからない感じでしたが、日を追うご

とに少しずつ読めるようになり、正解したときには自信がつき前

向きに取り組む姿がありました。」「通うことで、学習するよい機会

になり、家でも学習する時間が増えました。」「独自のテキストもあ

り、子どもも楽しんで行っていました。今まで土曜日は、だらだら

と過ごしていましたが、学習する日になりました。」「学びの教室で

他の学校の友だちができたと喜んでいました。」「週１でも子ども

が自ら勉強に行く！とがんばって１年間通いました。結果にはす

ぐ結びつかなくても、いつか実になると思います。」「少し勉強する

と点数が上がると分かったからか、毎日少しずつ復習することを

自分からするようになり、成績も上がりました。来年は下の子も通

わそうと思っています。」 

以上、アンケート結果や声から、学びの教室での参加者と保護者

の満足度が伺えると思います。 

１６ページには、保護者からの要望を抜粋いたしました。「送迎

が大変なので、もっと会場が近くにあればと思いました。会場が近

くのまちづくりセンターならうれしいです。」「少し授業が難しか

ったので、基礎的な易しい授業をしていただけるとありがたい。」

「塾の代わりとまでは思っていませんが、学校の補講教室のよう

な実施頻度、内容、時間だと親としてはありがたいです。」「テス

ト前対策は、学校によって日程が違うので参加できない日があっ

た。テスト期間とずれている時があり、残念だった。」「学区内に

学びの教室をつくってもらいたい。もし参加人数が多い教室があ

れば、クラスを分けるか別の曜日を設定してもらいたい。」「週に

１回では、学習習慣を身につけることは難しく、欲を言うならばも

う少し日数を増やしてほしいです。せっかくのテキストも全部終

わらずもったいない。」という御意見をいただきました。課題とし

ましては、１つ目に学区に教室がなく、送迎が必要である。兄弟が

いると、さらに送迎の時間調整が難しい。２つ目、テストの時期が

学校で異なり、対策日と合わない。３つ目、テキストの難易度が参

加者のレベルに合わないことがある。４つ目、講義型授業では、

個々の児童生徒に指導できる時間が少ない。５つ目、講義型授業で

は、個々の理解度や進捗状況を把握することが難しいというよう

なことが課題として挙げられます。我々がめざす子どもの姿は、

「学習習慣が身につき、少しでも勉強が楽しくなり、学校に授業に

しっかり向き合える子ども」と考えております。草津市学びの教室
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では、「家庭学習の習慣の定着を図り、学力の向上につなげる」「誰

もが通える会場を確保する」「少人数指導によるきめ細やかな指導

の実現」この３本を柱として、めざす将来像を実現したいと考えて

います。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

 

 それでは、ただいま御説明につきまして１０分程度、質問の時間

を取らせていただきます。 

  

それぞれの会場で定数を決めて学びの教室をやっておられます

が、定員に対して何人来られているのか。また、定数より多い場合

は断るケースがあるのかを教えてほしい。 

学区内に会場がないと意見がありましたが、５ページの表を見

ていると高穂中学校区に会場がありませんが、高穂中学校区の方

はどこに行っておられるのか、この学区に会場がないのは何か理

由があるのか、志津まちづくりセンターを活用するなどの次の展

開を考えておられますか。 

１０ページを見ていると、個別指導の要望もあったと思います

が、講義形式か個別指導をするかは参加人数で決められています

か。 

 

はじめに１つ目の質問ですが、令和３年度につきましてはすべ

ての会場の定員は６００名に対し、１８５名が参加されており、

割合としては、３０．８％で空席が多い状況でございます。各学

年の定員は１００名となっており、小学校４年生が５１名、小学

校５年生が２５名、小学校６年生が４１名、中学１年生が３７

名、中学２年生が１９名、中学３年生が１３名となっておりま

す。従って、定員には満たない状況であります。 

２つ目の質問で高穂中学校区に会場がないということでした

が、必ずしも自分の校区に行くという訳ではありませんので、行

きやすいところへ行ってもらっています。実際に離れた会場に行

っている方もいらっしゃいます。また、高穂中学校区にはたまた

ま会場がなく、会場を設けていない理由は特にございません。予

算の都合上、多くの会場を設けることができていません。 

３つ目の質問ですが、学校の授業を想像していただけるとわか

りやすいと思います。先生が前で授業をしており、練習問題を解
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いている間に先生が教室内を移動して教えている様子が写真に写

っているところです。私たちが思っている個別指導は３、４人の

子どもに教師をつけて家庭教師のように指導していくことを思っ

ております。 

 

そのほか質問があれば、よろしくお願いします。 

 

保護者のアンケートにもあったように、まちづくりセンターの

方が通いやすいという希望がございますが、今後そういった方向

では考えておられますか。 

 

委員の皆様からの御意見を参考にさせていただきながら、来年

度以降まちづくりセンターを会場にしていくことも考えていきた

いと思っております。 

 

 委託業者の先生は、教員免許をお持ちの方ですか。それとも塾

のような講師の方ですか。 

 

Ｚ会（エデュケーショナルネットワーク）というところに委託

しており、多くの方が免許を所有されておりますが、中には学生

で免許のない方もおられると思います。 

 

私のような退職した教員がボランティアで行っても良いと思い

がありますので、地域のそういった方を上手に使っていくことも

良いかと思いました。 

 

参考にさせていただきます。 

 

学びの教室の料金が安く、アンケートの結果も良くメリットが

多いのであれば、予算の関係もあると思いますが、会場を増やし

ていっても良いと思います。めざすべき将来像が３つあります

が、行政側が調整できる部分としては、会場の設定と児童生徒に

講師を配置するという部分になると思います。今後、事業を進め

るに当たり、良い会場が見つからなかったり、講師が不足してい

たりなどの課題があれば教えていただきたいと思います。 
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個別指導になると、講師の数が大幅に増えるので予算の関係が

一番の課題ではあると思います。会場につきましては、校区に１

つという構想はありますので、今後はほかの会場についても予算

の関係もあると思いますが、検討して参りたいと思っておりま

す。 

 

今後、講義型から少人数型に切り替えていくのか、家でも勉強

する習慣がついたと成果が出ているので、講義型と少人数型の併

用をしていくのか詳しく教えてください。 

 

今考えている中でお話させていただきます。会場や学年によっ

て、個別指導と一斉指導を使い分けながら参加希望を募っていこ

うと思っています。保護者や子どもたちから一斉指導の方が良い

と言われるかもしれませんが、わかりやすい指導をすると考える

と個別に指導する方が効果は上がりやすいと思います。 

 

個別になると定員数が限定的になることが懸念されると思いま

す。また、定数が割れていますが、ＰＲ関係はどのようにされて

おられますか。 

 

各学校でチラシの配布とホームページに掲載させていただいて

いるところです。 

 

チラシを見て保護者がどのように感じているかはわかりません

が、今後の検討材料になると思います。 

 

それでは、質問はここまでとさせていただきまして、これから

は意見交換の時間とさせていただきます。お時間は約２０分とさ

せていただきますのでよろしくお願いします。 

 

会場が遠いという御意見や講義型の授業だとそれぞれ参加者の

難易度に合わないなどの御意見がございましたが、塾や予備校で

は動画を閲覧してわからなかったところを聞きに行ったりすると

ころもあるので、草津市独自の学習のプラットフォームをつくり

コンテンツを充実させていくことによって、会場に行かなくて

も、いつでもどこでも質の高い授業が受けられる環境を整えると
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いうことも１つの案だと思います。また、ＩＣＴ機器の利用をさ

らに促進してタブレット端末をより有意義に使えるようにしてい

くことも良いかと思いました。 

講義型の授業は同じ学年の子が同じ時間に集合しないといけま

せんが、個別指導は時間の制約もなくなるので、保護者も子ども

も時間の都合がつけやすくなると思います。すべての会場を変え

るのではなく、どこかの会場を試験的に変えてみてその結果を踏

まえてやり方を改善していくと良いと思います。 

 

塾のようなことをしていただけることが素晴らしいと思い、聞

いておりました。学校以外のところで自分の居場所があるという

ことで勉強以外のメリットがあると思いました。会場が近くにあ

れば私もうれしく思いますので、予算の関係もあると思いますが

規模が小さくても増やしてほしいと思います。１人１台タブレッ

トがありますのでこちらも上手く活用していってほしいです。ま

た、テスト対策は学校によって範囲が違うと思いますので、行政

側で調整できる部分ではあるのかと思いました。 

 

２人の委員さんからタブレットを利用した授業に関しての御意

見が出でいますが、実現可能でしょうか。 

 

デジタル機器を利用した授業は魅力的ではありますが、いわゆ

る学習塾のようなものをめざしているのではなく、基礎的な学習

意欲を身に付けた子を育てたいと思っております。タブレットあ

りきで学習塾の代わりをすることは今のところは考えておりませ

ん。 

 

学びのセーフティーネットということで、一人も取り残さない

ということを大事にされていると思います。以前に「ケーキの切

れない非行少年たち」という本を読みました。学力が足りないた

めに非行の道に行ってしまうことが多いと耳にする中で、学習の

場を提供しようとされていらっしゃると思います。参加者数は少

ないですが、そこに参加できていない家庭にセーフティーネット

が必要ではないかと思います。昔、小学校３年生までの学力をつ

けて必ず卒業させてと言われたことがあります。なぜかと聞く

と、小学校３年生までの学力があると運転免許が取れるとのこと
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でした。運転免許が取れないばかりに、無免許でバイクを運転す

ることになります。また、小学校３年生程度の学力があれば受か

る高校もあると聞いたことがあります。学力は子どもにとって大

きな力になります。認知能力が低い子どもほど非行に走りやすい

と聞きます。セーフティーネットはそういった子をなくす役割が

あると思います。学力に関心のない親、学力に関心を持ちたくて

も何をすれば良いかわからない親もいると思います。子どもの貧

困と言われている世の中なので、学びのセーフティーネットで救

わないといけないと思います。先ほどのＰＲ方法を聞いています

と、学校でチラシを配ったり、ホームページに掲載したりとおっ

しゃっていましたが、そういった家庭にこそプリントが届いてい

ないと思います。学びの教室に行きたいと思わせるようなＰＲが

大切だと思います。通える、通えないも大事ですが、取り残さな

いことが一番大事なことかと思います。 

 

今の参加率を考えるとほかのＰＲ方法で参加率を上げていくこ

とは、大きな課題かと思います。 

小辻委員さんいかがでしょうか。 

 

学びの教室は非常に良い取組だと思って聞いておりました。居

場所づくりの観点で言うとただ学びに行くだけではなく、プラス

αで余った時間等でほかの子との交流ができるとより良くなると

思います。キラリエ草津だといろいろな団体さんがおられるので

空いた時間にいろいろなことを教えていだたけるようになると、

居場所としての効果が出るのではないかと思いました。 

気になったことが、保護者の声に参加させて良かったと言って

くださる方が多かったですが、学習習慣が身についたかという問

いに、あまり思わない、思わないという回答がやや多いと思うの

で、学習習慣につながる何かがあると良いと思いました。 

 

ただ今の御意見につきまして、先ほども説明しましたが学びの

教室は平成２４年度から始まりました。当初は、居場所づくりと

基礎学習の定着をめざしておりましたが、平成２７年より居場所

づくりとして小学校１年生から３年生までは放課後自習広場を各

学校で実施しており、小学校４年生から中学３年生までを学びの

教室の対象としております。現在行っている学びの教室は、居場
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所づくりとしては行っておりませんのでその点を御理解いただき

たいと思います。 

 

そのほかございますか。 

それでは、まとめということで教育長からお願いします。 

 

委員の皆様ありがとうございます。 

いろいろキーワードをいただいたと思います。稲垣委員さんも

おっしゃっていましたが、地域の協力を借りると考えると教育委

員会以外の部署との連携をしていかないといけないと思います。

また、セーフティーネットとしての目的が達成できているかどう

か、本当に来てほしい人に来てもらえるように検討していく必要

があると思います。その中で、ＩＣＴの導入や会場の増設、少人

数でするのか、講義型でするのかなど見えてくる部分はあると思

いますので、原点に立ち返ってセーフティーネットがどのように

機能しているのかを視点を変えて見ていく必要があるのかと思い

ます。現在子どもの貧困につきましても、社会問題化しておりま

す。これから少子化を迎える中で貧困の連鎖になってしまうと、

社会的な大きな損失にもなります。これについては、教育委員会

としても大きな課題の１つだと思っており、令和４年度もこの事

業を進めていく上で、皆さんからの御意見をしっかりと受け止め

てセーフティーネットとしての働きができているかどうかの検証

から始めていきたいと思います。 

以上でございます。 

 

いろいろな御意見いただきありがとうございます。 

市としましては、先ほどもございました子どもの居場所づくり

は子ども未来部の方で、市内の２か所で居場所づくりの取組を行

っており、民間でそういった取組をやっておられるところに支援

させていただいております。学びのセーフティーネットとしての

学びの教室は非常に大事な取組であり、基礎学力が生きる力にな

り、社会生活ができるため、誰１人取り残してはいけない。ＳＤ

Ｇｓの理念にも誰１人取り残さないとございますので、今後は拡

充や充実を進めていかないといけない。しかし、来年度の予算は

すでに、決まっておりますので再来年度以降に少人数指導を試行

的に行うことや会場を増やすなどの議論をしていこうと思いま
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す。 

また、定数に余裕があるので少しでも来てもらえるように声を

届けることで難しいところがありますが、就学援助や子どもの貧

困を福祉サイドの部局が取り組んでいるところがありますので、

部局間連携の中で考えていただきたいと思います。 

以上です。 

 

めざすべき将来像として挙げさせていただいております会場の

拡大や少人数の授業は市長からも学びの教室の充実、拡充とのお

言葉をいただきました。この内容は新年度になってから教育委員

会の中で十分に議論をしながら、周知不足なども含めて今後の対

策等を検討していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

それでは、市長と教育長にまとめていただきましたので、学び

のセーフティーネットにかかる共通認識を持てたのではないかと

思います。皆様方からいただいた貴重な御意見を活用させていた

だきます。 

以上で本日予定しておりました議事はすべて終了しました。議

事の進行に御協力いただきありがとうございました。最後に司会

進行を市長にお返ししますのでよろしくお願いします。 

 

本日は、いろいろな貴重な御意見をいただきまして、誠にあり

がとうございました。今後も全国に誇れる草津の教育の実践のた

めに、このような場で意見交換を行っていきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で令和３年度第２回草津市総合教育会議を閉会いたしま

す。 

 

閉会 午後５時００分 

 


